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「コロンブス+工法」
地盤置換工法

コロンブス+工法　施工例

建設技術審査証明協議会会員

施工中 完成

施工中 完成

報告書（技術審査の詳細）の入手を希望される方は下記までお問い合わせ下さい。

本概要書は、一般財団法人ベターリビングが行った「建設技術審査証明事業(住宅等関連技術)」の結果を広く関係各位に紹介する目的で作成したものです。
一般財団法人ベターリビングhttps://www.cbl.or.jp/     建設技術審査証明協議会　https://www.jacic.or.jp/sinsa
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 Ｔ Ｅ Ｌ　 0248-69-1120　FAX．0248-69-1121　
東京支店：住　所　〒101-0032 東京都千代田区岩本町1-4-5　NS岩本町ビル902号室
 Ｔ Ｅ Ｌ　 03-5829-4336

技術内容及び報告書の入手に関するお問い合わせ先技術内容及び報告書の入手に関するお問い合わせ先技術内容及び報告書の入手に関するお問い合わせ先

大型倉庫の施工例

保育園の施工例

　本技術の開発の趣旨及び開発の目標に対して、設定された開発目標の確認方法により審査した
結果は以下のとおりです。
(1) 応力分散効果や置換によって圧密沈下量の低減効果が確認できたので、建物の沈下抑制効果があ

ることが、確認されました。
(2) ジオフォームの設置タイプ①の場合において、振動低減が期待できることについては、在来工法に

より建てられた建築物の室内と、コロンブス+工法を用いた建築物の室内において、交通振動・機
械振動による応答を測定した結果の比較試験により確認されました。

技術審査結果の概要技術審査結果の概要技術審査結果の概要技術審査結果の概要
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技術審査証明書（縮小版）

適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲

　本技術は、建設地の地表土を掘削し、EPS材（商品名：ジオフォーム）に置換することで、そ
の比重差によって、発生する増加地中応力を軽減し、建物の沈下を抑制する工法になります。こ
のジオフォームを設置することによって、交通振動・機械振動の低減効果が期待できます。

技術概要技術概要技術概要技術概要
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　本技術は建物基礎下の地盤に適用し、接地圧９０kN/㎡以内での範囲で適用します。

1．着工 2. 掘削 3. 土木シート 4. 砕石・敷き砂

5. 下層ジオフォーム設置 6. 下層ジオフォーム設置完了 7. ズレ止め金物設置 8. 上層ジオフォーム設置

9. 上層ジオフォーム設置完了 10. 鉄筋・型枠 11. 基礎工事完了

コロンブス+工法　施工手順例

置換図（地盤置換の説明図）

計画から工事完了までのフロー
建物を建設する場合の作業分担を色分けしています。

・ 当社　オレンジ　　・ 設計事務所　青　　・ 建設会社　グレー

※設計プランから工事完了、完了後の保証体制　　　※1 地盤データは標準貫入試験・SWS試験等

重い土と、軽量な〈ジオフォーム〉の比重差を利用。
地盤置換工法コロンブス＋の施工は、最初に、建物の重量か
ら地盤の支持力を差し引いた分の土を撤去します。次に、撤
去した後のスペースに、工場で加工した、〈ジオフォーム〉を
敷設します。

荷重の偏りや地盤のバランスを配慮して設計。
建物の荷重に偏りと、地盤の強弱による沈下量の違いを置換
量で調整し、不同沈下を抑制します。（圧密試験があれば詳細
な沈下量を計算します。）

材料　ジオフォーム

株式会社ピーエルジー

設計事務所 請負会社

プラン・地盤データ
※1

見積依頼

見積作成

確認申請

敷地調査
地盤調査

確認申請
資料作成

施工管理資料

地盤保証書発行

・ 施工図
・ CADデータ
・ 発注

・ 割付図
・ ジオフォーム搬入
・ 施工指導

・ 地業
・ ジオフォーム敷設
・ 基礎工事

工法決定

土を撤去 敷設

《ジオフォーム》
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